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女子体育 D 問題 111 

女子体育の 問 題

皆川澄夫

昔のように強制な体育や作ることのみにこピわった体育とは異なる現在の体育は，全人格の陶冶

会目的とするものであるが，矢張りそこには身体活動在中心にした教科であるから生活の基礎とも

いうべき健康で有能な身体の育成を加味しに体育でなくてはならないことは周知の通りである。

私が昨年五月末に札幌岡高校に教育実習に行つ大際，短期日ではあったが，体育の指導が生徒中

心的に行われるために基本能力が身につかないといううらみがあるように感じられすこ。

斯様な自分の経験から地方の高等学校に於いても同様であると推察し，この調査は地方高等学校

の形態的基本能力，逝動的基本能力，機能的能力をして体育の基本体力と看倣し，これを調査測定

して，その結果をさを国平均と比較検討して，その原因ぞ究明し，良い方法を考えようとしたもので

ある。

この調査は空知地方高等学校を対照にして出て来fこ結果からその原因ぞ見出すために同地方の気

象状況，地理的条件等を調べ、学校を中心にしすこ体育的環境(学校の設備，体育カリキL ラム，課外

活動〕を検討し，察知地方高等学校の生徒の基本体力の状況栓判断ょうとしたものである。

第一節測定の条件方法

1.測定種目

形態的基本能力としての種目

I 身長一身長は後天的影響とか外的な影響は概して受けることが少いために人種別の調査の資

料とか遺伝的にも重要な日尺度になる所から身体の長育の測定の穏自にする。

E 坐高一坐高はこの部沿には殆ど身体の重要な諸器官が蔵しているために身体の諸測定中最も

大切なーって申ある。

E 体重一体重は全身の総合的測定の度合の重要な尺度となっている。

体重は季節，白差，人工的動揺が激ししこの変動によって人体の調子診或ゐ程度知ること

が出来る。

町 胸囲ー胸囲は人体エネルギーの源泉地として運動に直接関係のある心臓，肺臓等の重要な諸

器官を包臓する部分であることからこの測定は人の体格，体質密表示するに最も重要な意義が

ある。

運動基本能力としての測定種目

V 走力一定力の測定には種々あるが，大体短距離の疾走時間ぞ計測することが常である。長い

距離では走り切るのに用する努力が多しこのための練習を要するので厳密な計測が不可能に

なるために先年文部省で試みた体力実態調盗に準じて男，女子共に 50mの痕走時聞を以って
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走力としTこo

H 跳力一一般には立巾跳，垂直跳，三段跳，走巾跳，走高跳等があるが助走を必要とするもの

は純跳力と看倣すことが出来ず，各被検者が労せずして測定出来る立巾跳を以って跳躍能力と

しすこ。

刊投力一投力の測定には用共を必要とする関係上用具の選択が問題となり，その用具には円

盤，砲丸，短棒， ソフ 1'， スポンジボール等のものがあるが，体育の教材に多く採り上げられ

ているソフトボー Jレ投与台以って投力としすこ。

機能的能力としての測定純白

珊 Jlili前量一運動能力がその活動や持続させるにめには呼吸，循環器系機能の韓官が大きな役割

~.，\f~している。この純の測定には用具の関係から附i話量の測定によってこれに当てすこ。

節カとしての測定組問

E 擬力一身体の種々の部位の筋力についてil{IJ定出来るが中でも背節力，握力を測定することに

よって筋力測定の種目に当てた。測定途中に於いて背筋力計故障のために中止し，握力の測定

のみに終った。

2. 測定の時期

全般に形態的基本能力の増加と運動的基本能力の増減は年齢的に見ると大体一致している(松井

三雄氏の箸体育心理学による)

これや季節的に見るとその増減の現象には矢張り或る程度変動が見られる(前JII峯雄氏箸体力カ

リキュラムによる)

一般に形態的基本能力と逝動恭本能力の季節的変化曲線は可成り異っている。即ち形態的基本能

力の増加期は大体春秋季であり，又運動基本能力は春季である。このような所から春季には全ての

機能が増大し，瓦には運動的基本能力は増，形態的基本能力の停滞，秋季には両者共に平均体力に

接近して調和のとれすこ体力となる，又冬季には夏季と反対の現象が見られる(前川峯雄氏著体育カ

リキ."'-ラム参考)

以 kの点から測定の時期治調和のとれ大体力の期間となる秋季 (9月 15日-10月初日)の35

日号以って測定の時期とした。

~3. 被 検者

宰知地方の高等学校生徒二年生(17歳)巻中心被検者した。対照枝はー岩見沢農業高等学校，

三笠高等学校，美唄高等学校，砂JII南高等学校，深川東高等学校，沼岡高等学校。

男l参加人数
子 l(二年生総数〉
:女j参加l人数
子 l(二!.手生総数〉

各校男女計

143 
(203) 

98 
(119) 
241 

(322) 

98 
(136) 

73 
(92) 
171 

(228) 

83 
(90) 

74 
(79) 
lう8

(169) 

5ラ4
(818) 
401 

(463) 
95ラ

(1281) 
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4. 測定の 方 法

形態的基本能力に於いては体格検査時の要領で測定IA::o

運動基本能力に於いての測定の方法には屋外で測定し大風向風速を一様に(風速2-3m追風

時)しで大体同一条件で測定。走，跳，投のそれぞれ二回ずつ試み，良い記録を採用しすこ。

機能的能力の測定は持参しfこ標共KYS式肺荷量計を使用しすこ。

筋力の測定にはスメドレ一式握力計を使用して左右ー聞の測定。

以上のように金測定穂目に亘って一定 L，..j.:測定方法，測定音器具そ以って出来るにけ測定健の誤差

の少いよう努力しfニ。

第二節空知地方の環境

人聞の発達に関する要閃に内的， 外的， J![Jち遺伝的(素質的)，環境的，なものがある。これら

の相互関係によって生活に適応する身体なり，精神なり，性格なりに発達，変化するが中でも特に

身体的発達に於いては他の精神的，性格的なものに比較して環境の影響が大であることは種々の文

献で明らかな所である。居住する場所により身体の形態，機能，運動，能力とがそれぞれの異なり

が著しいといえる。このような見解から宰知地方の体力を測定する前にその環境を検討する。

当地方の産業面は農業，鉱業(茨確)の二つに大別される。農業による生活環境の特色は自然的

なことであり，確かに自然を相手にして自然の中に生活している関係から斯様なことがいえるので

あるが，農業にナこずさわる人は全身労働で健康であり，生活に於いては他の人との交友関係も余り

激しくなく農村特有の悠ノ?としfこ生活状態であり，外部からの刺戟の少い関係から或る程度純日本

的な身体の発育そしていると若倣すことが出来る。

鉱業を中心にしすこ生活状態の市町では茨鉱独特の生活の状態で集団的であり，そのfこめに生活の

差は余りなく，概して現在では低い生活水準であると看倣す。

気候に就いて考察すると宰知地方平均の気象状況は下衰の通りである(これは 1943年-1952年の

10年間の平均である。)

第 2表

| 降 水 設 | 降 雪 ht 温 度|湿 佼!(霊ふもぎ〉
9月~1O月(ニカ月平均) 11 130.6mm 1 O.5cm 1 9.0oc 1 78.4% 1 15.3日

年 附 101.1mm I 222.lcm I 7.30c I 78.3% I 224.7日

岩見沢測候所調筆

上の表から矢張り降雪景が多く， 冬期間(11月末-3月末)には自然運動不足になり易い。叉

沼田，深川の地方は上の図表以上に降雪量も多く自然解雪の時期がおそくなる。このように長期の

多期間は身体の発育の面に大きい影響そ与えているということが推察出来る。

第三節基本体力の状況

1. 形態的基本能力の状況
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身

男子

女子

皆川澄夫

長

99.1 

100.3 

cmlこ対して 161.8cmと下組っているが，砂川南高，三笠高，歌志内高の三校は金閣を上廻ってい

る。又他の三校は下廻り総体的に見て99.1 (全国を 100として)で余り良い発育の状況といえな

いが， 女子では男子と異なり全国 152.5cmに対して 152.9cmと傑かながら探知平均が上担って

U 、ゐ。

消岡高が男，女共に最低の平均1i立で・あるのは気候，生活環境から来るものであるのではなかろう

か，充分検討する余地があるが共期研究問題として保留する。

体 重

体重に於いては身長と異なり，

100.9 

50.0 

男子に於いて全国平均ぞ下廻る学校は三笠高，沼田高の二校でさを国平均よりも各々1.33kg，0.24 

kgの減となっている。最大の平均は探川東高の53.4kgで全国平均よりも1.87kgの増加になっ

ている。長育の身長が下廻り，巾育の体重が上廻っていることは生活環境が労働に関係している所

からこのような身体の発育の現れとも想われる。

女子に於いては男子と全然反対め現象である。体重では全国平均50.0kgに達している学校は一

校もなく， 最大の平均は砂川南高の49.8kgで， これも全国平均よりも 0.2kgの減少となってい

る。最少の平均は沼田高，三笠高で2.1kgの減少である。この事は女子の発育が長育の発育後に

巾育の発育の順序が一般的なことから発育の途上にあるという結巣斯様に現われたと推察する。

胸 囲

唄 1空知平均i全国平均|皇官官官二z
男子 -!I 82.9 I 80.8 I 102.4 

女子 79.2 11 78.6 I 80.2 I 97.6 

(単位 cm) 

男子では全国平均80.8cmに対して82.7cm宰知平均である。 測定した学校高校共全国平均を

上廻品っている値を示めしている。中でも歌志内高が全国平均の 80.8cmよりも 2.9cmの増加であ
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り，最小は沼田の 81.5cmで，これも 0.7cmの増加で他の学校共1.5cm-2.0cmの増加となっ

ている。

女子では体重同様察知平均は全国平均よりも下組りの値を示めしている。これも矢張り体重同様

に巾育の発育途J:-Jこ大体の被検者がいる結果と看倣される。

さを国平均~見ると胸囲の 17 歳の平均の男女の差は 80.8cm と 80.2cm で 0.6 の差であるが， 察

知の平均は 82.9cmと78.6cmで4.1cmもその羨がある。

このことは男子に比較して宰知地方の高校生の発育の状況がおくれているという裏驚けとなるもの

であると想う。

坐 高

第 6表

l砂川 l三笠|歌志内|深

男子，女子共に全国平均85.6cm， 83.5Cm ~各々 89.8cm， 84.7 cmと上廻っている。

男子の場合，宰知平均が身長が全国平均~下廻っているのに対して坐高が上廻っていることは全

般的に見て下肢の部の発育が不充分ともいえるし，叉日l司体が肢体に比して長いのは日本人の特徴で

生活様式の為す所からこのような結果を招くものと考えている。胴体と肢体の不調和な発育は共に

来る運動的基本能力に大きな影響在及ぼすであろうと予測することができる。

対照校中最大の平均を有する学校は三笠高で89.3cm，最小は完見沢農高で86.8cmで，いずれ

も共にさを国平均85.6cmを上廻っている。

女子に於いては 83.3cmの深川東高のみが全国平均83.5Cm~下組っていて他の五校共 87.7cm

の三笠高を最大平均値として上廻っている。

坐高の結果から見て身長と同様に巾育よりも長育の発育が或る程度順調であるということが出来

る。

2. 運動基本態能力の状況

50m (走力 )

表的な種目であったと同じように走力は運動基本能力の中心種目である。

~Om~測定し1:.結果，男子では察知平均とさを国平均と比較すると 7.6 秒で 7.7秒よりも 0.1 秒
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優れている。

対照校中剖岡高が7.3秒で最も良く，歌志内高のみが 8.2秒で全国平均の '1.7秒以下である。男

子の走力は全般的に普通の能力を持っているといえる。女子は反対に金国平均9.2秒に対して察知

平均は 10.2秒で1.1秒程度悪い記録で， 対照校6校共全国平均の9.2秒に遼じていない。深川東

の9.3秒が最も良く， 砂川南の 11.8秒が最も悪い平均であるが， 砂川南の結果は余りにも低い平

均値である。測定時に大きなミスがあっすこと想、うがはっきりしない。今後の課題にする。

立巾跳(跳カ〕

第 8表
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(単位 cm) 

立111跳に於いては男子，女子共に全国平均各々 224CIl1， 178 cmよりも下廻る 221cm， 165 cm 

の平均である。

男子では最も良いのは三笠高の229cmで最も良くないのは岩見沢農高の 209cmである。大体

に走力同様に先見沢盛治iを除き全国平均に近い，叉それ以..1:の平均1iff~表わしている。

女子では 178cmの全閲:y・均に比して本知平均は 165cmと大きな殺がある。各校毎の平均値に

諜のあるのは走力跳カ共に同様であるが運動能力は側人茶の激しいものである所ーからの現れと考え

られる。

ボー Jレ投(投力〕

第 9表

一寸{玄-}~lτEi瓦司瓦可 1 7M 司五長医司|五日司平副|若宮町言語
男子 11 ヲ2.10I 53.19 I 日.99I 切 .27I 0，2.64 I ラ0.22I - 11 党 .92I 弓6.必 93.6

女子 11 23.83 I 18.59 I 此 18I 20.10 I 18.88 I - I ぉ.4311 20.83 1 22.96 11 91.2 

(1巳f¥i: n~) 

投カも矢張りさを国平均以下の接会n平均となっている。即ち 56.49mlこ対して52.92mが弟子で，

女子は 22.96mlこ対して20.83である。

各校毎に考察すると男子では対照校共に主任問平均以下である。深川東l良iが55.27mで中でも最も良

い平均で，走力，跳力共に良くない岩見沢良尚が矢張り 50.22mで最も悪い平均である。岩見沢農

高が運動恭本能力の悪いのは農業高校五けに農村tl1の生徒が多い関係からその環境によって斯様な

結果が出て来すこと考える。叉'iH問高は形態的基本能力に於いては比較的低い値であっfこが，運動造基

本能力では相当良い平均値そ示めしていることは指導上教官の特技が或る程度影響しているのでは

ないであろうか。

女子では察知平均 20~83mに対して全国が 22.96mで男子同様全国平均ぞ下廻る。

投力は指導によって大変異なって来るものである。投げる要領(スナップの要領〕の指導をする

ことによりその記録は異なり，特に女子の場合は投げるとU、ぅ動作は日頃殆ど行わない関係からこ
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れらの指導やも重要視すべきである。

3. 機能的能力の状況

肺活量(呼吸，循諜器系機能〕

第 10表

117 

一戸可I~玄丙玩-1 ~ )市司-局長|心 1I全両主;凶平記長耳切最
男子 11 4，010 1 3，9.26 1 3，81ラ1 3，591 1 ー 1 3，794 1 - 11 3，827 1 3，675 11 104.1 

女子 11 2，953 1 2，827 1 2，616 1 2，460-1 1 2，616 11 2，695 1 2，590 11 104.3 

(単位 cmり

男子ではさを国平均3，675cm3に対して察知平均は 3，827cm3で 1.回Ocm3税一回国っている。対照

校中最も高い平均値を有するのは 4，010cm3の砂川南高で，最小量は深川東高の 3591cm3で こ れ

は全国平均を下廻る唯一の学校である。

胸囲と肺活量の相関関係経見ると，矢張り宰知平均と全国平均;;e各々比較するとその比率が胸囲

が 102.4%，叉肺活量が 104.1%大体共に金圏在上1毘っている所から判断つくと思う。

女子の場合女子も男子同様全国平均を宰知平均が上1回っている oP-IJち2，590cm3に対して2，695cm8

である。対照校中平均最大量の学校は 2，563cm3の三笠高で，反対の最小査の学校は 2，461cm3の

深JIl東高である。女子の胸囲との相関関係は男子と全然反対の立場である。運動基本能力も余り良

い平均値でなかっt.:女子の肺活量のみが全国を上廻るということは何か原岡があるにちがb、ない。

今後の課題として研究して行く心算である。

4. 筋力の状況

二11~..~!~I~_町長~~_I~~~~_-J.;j~Li~一一一司-;i~-r;-~!ll房長平副会事霊議

fzh:1211E7[ZI--Jl-L11:111一-if
男子では察知平均は 81.9kgで，全国平均83.5kgより下廻っている。

対照校中主任国平均83.5kg ;;e上Jffil“っているのは深川東の 84.9kgと砂川南の86.6kgの二校で他

の学校はー下廻っている。

女子も男子同様察知平均はさを国平均より大きく下廻っている。 r.flでも砂川南のみが全国平均57.

5kgより1.0kgの増で上廻っている。歌志内，深川の高校は大体7-6kgの発で下野!っている状

況である。総体的に見て男子，女子共に筋力の発育は不良で，これ;;eキrl1う教材;;e体育に於いて採用

し男子は男性らしい，叉女子は女性らしい筋力の発達に寄与しなくてはならない。

以上述べ犬家知地方の基本体力の状況をまとめると，男子では大体に於いて形態的基本能力は全

国平均に近い若しくは以上の平均であった。形態的面は順調な発育と看倣して良いn
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又女子では長育の発育は大体順調であるが，巾育の発育は全国平均を下廻って表われfこことは未

7三発育途上にあることぞ示すものではなかろうか。

対照各校毎に見ると，農村を主体とし食生徒.:;e布する岩見沢農高，沼田高の形態的基本能力の各

種目の平均が$知平均より下廻っていることはその原因は気候の影響により生活様式の変化から来

るものであると考えられる。これから生じる所の欠陥は或る程度学校体育に於いて是正すべきで・あ

り，このような学校こそ体育が重要な役割を持っているものである。

叉運動的基本能力に於いては大体男子ではさを国平均栓下廻っているとはいえその数字に近い値や

示めしているが，女子ではさを国平均と比較して劣っているということがいえる。

同地方は降雪の量が多く 11月中-3月末迄積雪に覆われて自然生徒自身の身体活動も消極的に

なって来るのはiとむを得ないが，矢張りこれらは体育によって充分布liわねばならないことである。

同地方の高校に於ける体育の設備はこれらの気候的...."ナスぞ柿うのには充分な設備(屋内体育館)

を有し，体育のカリキェラムも対照校全部が充分に検討され?こ上のもので，同地方にマッチしfこ教

材を選ぴ叉時間数が組まれているよう調査の結果現われている。(別表 ID

特に女子の運動基本能力が非常に大きく全国平均を下廻っている原悶はというと体育に対して積

極的に参加する態度に欠ける所にあるように思われる。叉クラプ活動に参加す石人数も少いことは

身体運動に消極的であるとU寸裏付けとも考えられる。これには女子指導者が少いことも参加ぞ鈍

らすーっの大きな原因と思われる。

以上のことから測定の結果現はれすこ欠陥を是正する方法に指導者の養成，充実などによって生徒

自体が自主的に参加し楽じみの中にその目的が達成出来るような指導の方法ぞ講ずると共にクラプ

活動のように全員の参加の好しいものには何かの方法によって全員の参加する組織か規定を作るこ

とによって好ましいクラプ活動にすることにより自然に身体的欠陥が或る程度是lEされて行くので

はなかろうか。

この論文や通して幾多の残され7こ疑問，又不充分な点を今後更に先生方の御指導を得て研究，検

討してより良きものに仕上げるよう努力致す心算でおります。

別 表I 努子教材と時間数

?lU113liヲ7国百:12官許引-:1て「一一

てJ11l[1117iliUlli語
別 表E 女子教材と時間数
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3. About the Problems of Female-educatioo. 

ぉ By Kimiko Narushima 

ln my study about the prob1ems of fema1e-education in co-education institution， 1 have 

adopted the method of producing conc1usions by measurement， because 1 have wished to 

g四時 thedirection and aims in fema1e-education by this method. 

This is on1y a summary of my research concerning the 357配 hool-girlsof both the West-

High School and the North High Scho01 here in Sapporo， Hokkaido， Japan. 

4. Physical Training of Girl-students. 

By Sumio Minakaw乱

1 measured the fundamental physical strength of the high scho01 students in Sorachi pro-

vince and examined these resu1ts with the average of the wh01e country. 1 found that 

they were inferior in the fundamenta1 physical strength to that of the who1e country. 

1 think that出isis the important thing in the guidance of the physica1 education in this 

province， their causes must be inquired into， and the specia1 methods of the physical edu-

cation must be tried on them. 

1 be1ieve that this inquiry must give us the important data as we constitute the curricu-

lum of the physica1 education. 

5. Analytical Study of “General Study" in High-school Textbook. 

By Masami Takahashi 

Under the system of the authorized textbook， the present day textbook must be based 

on the course of Study. 

But it is a problem how it must be based on. 

Textbooks， approved by the Educational Department， are pub1ished by many pub1ishing 

companies of textbooks. 

Therefore it goes without saying that contents of each texbook differ from each other 

just as each editoria1 sta鉦 ofpublishing companies differ. Because of this it is assumed 

出atthe extent of contr01 of the Course of Study for textbooks must differ. To inquire 

into such difference of textbooks concerning this matter. 1 se1配 tedthe text books oL_ 




